














67年の部分を対象とした前回 (1)に続き， 68年2月 (2)から70年4月までの書簡
を検討して行く。
テキストはグロサート編の『マーヴェル全集j(書名は文末の一覧参照)第











































































































公の部下であったブラウンカー (HenryBrouncker， c1627 -88，マーヴェル
は‘Bronkard' と綴っている)と，捕獲品問題でウィリアム・ペン (Sir
William Penn， 1621-70，クェーカ}のペンの父)の 3人のみである。この


































































































































































































































































































消するという内容の法案が提出された (69.10. 26; 278-79)。貴族院への庶
民院の旺盛な対抗意識が窺われる。翌週 この「重大かつ注目すべき法案」が
貴族院に送付されたことを伝える。だがマーヴェルはその結果を懸念している








庶民院も貴族院同様に相手の提案を否決した，と伝える (69.11. 27 (お); 295)。
次の土曜，結局，貴族院との協議が必要ということになったと伝える (69.






























































































































































































と危倶されたが (69.12. 12; 296)，それも解消されていない。 2月19日には
































































戒心を示していた。また同じ書簡の冒頭， Iすこぶる異例な」こととして， 1 















































































( 2 )当時イギリスは旧暦法のため，新年は3月25日から始まり， 2月は旧年中となるが，本
稿では日付はテキスト通り，暦年は現行暦による。テキストでは併記されている。
( 3 )その5人を列挙する。
Clifford，T.，1st Baron Clifford of Chudleigh，1630-73. 
Arlington，H.，1st Earl of Bennet，1618-85. 
Buckingham，2nd Duke of Buckingham，Villiers，G.，l628-87. 
Ashley，Anthony Ashley Cooper，1st Earl of Shaftesbury，1621-83. 
Lauderdale，2nd Earl and 1st Duke of Lauderdale，Maitland，J.1616・-82.
このうち，ローダデールはスコットランド出身で，またスコットランド担当なので， 中央
政界への影響力は他の4人よりも乏しかった。
( 4) Aylmer，184. 
( 5 )拙稿(1992)，70. 
( 6) Holmes (1993)， 112. また，浜林，上， 72以下をも参照。
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「大入札満員Jとあるが (68. 2. 10; I， 165)，そのまま受取れない。
(10) Cobbett， N， 404. 
(11) ピープスは，国会再開直前，知人から非国教徒の信仰を容認する包容法 (Act of 





(13) Pepys， 68. 2. 14; I， 168.なお， 3月5日，ピープス自身も決算委員会に証人とし
て出頭したが，大成功であったと， ~日記』で白面白賛している， I， 184. 






(15) Roger Pepys (1617-88)の意見は， ~日記J にしばしば登場している。 67. 10. 31に
も，庶民院が派閥抗争の場となっていることを憤る意見が記録されている (II，100)。
(16)拙稿(1995)，137以下。





















(29) ‘one Skynner，a merchant'とあるだけで，他は不明。訴えは67年10月になされてい
た。なお，通常，‘Skinner'と綴られる。
(30)罰金刑となったのは東インド会社の副総裁である。なお，ビープスによると，総裁の身


















(35) 1662年制定の出版法 (ThePrinting Act) により， 出版には許可が必要で、あった。
Siebert 242. 
(36)マーヴェルは ‘Hollis' としているが，恐らく貴族院で， この事件について活躍した






















(46)ホームズは集会法成立阻止を狙ったとするが (Holmes， 7 )，その審議は前述のよう
に，まだ本格的になっていなかった。
(47)この点については，拙稿(1995)，136以下を参照。
(48) Roberts， (1966)， 183. 
(49) Cobbett， N， 441-42. 
(50) Roberts， (1966)， 183. 
(51)この補償問題は会期後に解決したので，マーヴェルはこの結末を述べていないが， この
ような特権を，たとえ王弟であろうと，私物化させていた点に，チャールズ体制の復古性




(54) Roberts，Schemes & U ndertakingsは，この「請負人」の研究である。
(55)国王は決算委員会に圧力を加えたばかりではなく，委員の一人，ジョージ・サヴイル
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が刊行された。次回からは，この書の，恩恵に与ることになると思う。 95.11. 23.記。〕
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